
⼥優

美波さん
映画に舞台にドラマにと⼥優として活躍する美波さん。モデルとしても若い世代から絶⼤な⼈

気を得ており、その他にも絵画制作や⾃主映画の監督、カメラ雑誌でのコラム連載など多彩な

才能を発揮している。そんなアーティスト肌である美波さんにとって、写真は何より落ちつく

存在であり、⾃分のリズムを取り戻すための⼿段でもあるという。中学⽣の頃からカメラを⼿

にしていたという彼⼥の、感性豊かな写真観を存分に語っていただいた。

Beginning 出会い
失敗も経つつ ⼀眼レフカメラを操る

写真はいつ頃から撮り始めたのですか？

中学⽣くらいの頃から興味があって撮り始めました。ちゃんとしたカメラは持っていなかったんですけど、レンズ付きフィルムで

今⽇はこんなテーマで撮ろうとか、その⽇によってテーマをいろいろ決めて撮影していましたね。⾼校⽣になった時にデジタルカ

メラを持つようになり、どこかへ⾏ったらそれで撮っていました。

でも⼩さい頃から疑問だったのが、レンズ付きフィルムとかってレンズとファインダーの位置が違いますよね。だから、のぞいて

いる⾵景と実際撮れる写真って、全部ずれているんだと思っていて、ずっとこういう⾵にカメラの位置をずらして撮っていたんで

す（おでこの前にカメラを構えて）。結果、プリントしたら⼈の顔が全部切れていて……。そういう苦い思い出もあります
（笑）。

レンズ付きフィルムは⼀眼レフと違って、レンズとファインダーの光学系が分かれているので、撮影範囲は多少ずれてしまうので

すよね。

え、そうなんですか？！やっぱりそうだったんですね。じゃあ、もう少しカメラをずらす度合いを⼿加減をすれば良かった

（笑）。レンズを⼿でふさいでも、ファインダーをのぞくとちゃんと向こうが⾒えるから、ずっとおかしいなと思っていたんです

よ。

本格的に撮るようになったのは17歳の時からです。お仕事でフォトグラファーのNaokiさんと出会って、写真を教えて欲しいです
というお話をしたらカメラをくださって。

プレゼントしてもらったのですか？

いえ、使わなくなるまで持ってていいよということだったんです。だから、今も⼀応レンタル中なんです（笑）。それから本格的

に始めて、今はやっぱりフィルムで撮るのが好きですね。

仕事で撮られる機会も多いと思いますが、それで写真に興味がわいた訳ではなかったのですね。

はい、違いますね。⾃然と好きになっていました。逆に⾃分で写真を撮るようになってから、仕事でも撮られる意識がすごく変わ

りました。こういう構成で、こんな⾵に撮られるから、服はこの⾓度がきれいに⾒えるとか。1枚の写真で作品を作るんだという
ことを考えながらモデルができるようになりましたね。写真を始める前は、撮られているときって⾃分のことだけを考えていたけ

れど、皆でひとつの作品を作っていくという感覚が⽣まれました。

撮影⽅法はNaokiさんに教えてもらったのですか？

いえ、撮り⽅を教えてもらったりはしていないのですが、撮った写真を⾒てもらったりはしました。でも「おもしろくない」と⾔

われてしまって（笑）。それで、「そっか、私考え過ぎていたんだな」と気づいたんです。たとえば、この構図なら3分割したう
ちの下から3分の1の辺りに被写体がくるようにして、とか……。いろいろ考え過ぎて、⼼で撮っていなかったんです。

なるほど。では、今お話で出たような構図などの勉強はどこでされたのですか？

写真の本を買っていろいろ勉強したり、テクニックを試したりもしました。フィルターを使って撮ってみたり、デジタルカメラで

はコントラスト上げて遊んでみたりとか。でも始めは⾯⽩いんですけど、ちょっとやったらもういいやって思いましたね。今、そ

の頃の写真を⾒ても何とも思わないんです。リアルな⾊ではないから。作った⾊では空気感も伝わらないですしね。写真の楽しみ

⽅はいろいろあるので、⼯夫したり加⼯したりするのがだめだとは思わないけれど、私はストーレートにときめいたときに撮りた

いと思うんです。

Pleasure 楽しみ
撮っている瞬間は無⼼ 「⾃分のリズムを取り戻せるんです」

本格的に撮影するようになって、それまで撮影していた時と何か変わりましたか？

思い通りになかなか撮れないですね。露出を合わせるのも、うまくいかなくて「う〜」ってなります。それに、ああやっておけば

良かったな、とか思い返したりもします。でも逆に偶然が重なって、奇跡的に撮れる写真もあって。撮るもの全部をいい写真にし

ようと思っているわけじゃないので、30枚中2、3枚すごくいい写真が撮れたらそれだけで嬉しいですしね。以前はオートで任せ
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ていた絞りや露出といった設定も、今は⾃分で考えるから時間もかかるんですけど、そういうことも含めてすごく楽しめていま

す。

普段どういったものに⼼惹かれて写真を撮るのですか？

ときどき、歩いていてすごくわくわくするときがあるんです。⾯⽩いとかきれいとか、⼼がときめくんですよね。それで、「あ、

これ撮らなきゃ」と思ってすかさず撮る。どこに⾏ってもそういう瞬間があるんです。あと、この⽬の前に広がる景⾊に⼈が歩い

てきたら、すごく⾯⽩くなるって思ったときは、誰かが歩いてくるまで5分、10分待ってみたりもします。想像したような絵が撮
れるまで、好きなだけ待っていますね。そういう時間はすごく落ちつく。忙しくて⽣活に追われているときに、そうやって写真を

撮ると⾃分のリズムに戻せるんです。撮っているときの空気感が⾃分の呼吸のリズムと合ってくるというか。無⼼でいられる時間

ですね。

では、美波さんにとって写真はどんな存在ですか？

そのときの記憶というか、⾒た視点、⾒たもの、それをメモするみたいな感覚なんです。写真を⾒返すことで忘れていたものを思

い出したりもしますし。たとえば、何年後かに写真を⾒たとき、その写真を撮った瞬間何を感じていたのか、どういう視点でいた

のか、何に気づいていたのかなどが分かるんですよね。⼀瞬⼀瞬をこんなふうに⾒ていたんだなって思います。撮っている瞬間は

⾃分の視点で世界が⾒えていて、そういった瞬間が1枚1枚作品になっていく。写真がどんどん増えていくのが楽しいし、すごく嬉
しいです。それに、何より落ちつく存在なんですね。カメラをもっているだけですごく落ちつきます。

なるほど、その時々の⾃分の世界を⼤切に残していらっしゃるのですね。これまでにたくさん溜

まった写真はどんな⾵に整理されてますか？

そうですね、⾼校⽣の頃はアルバムの両ページに1枚ずつ写真を貼って、それぞれを単写真とし
て⾒る場合と、両ページの2枚の写真を組み写真としてみる場合と、⾒開きで2通り楽しめるよ
うにまとめたりしていました。たとえば、誰かの誕⽣⽇会のにぎやかな写真の隣には、ぜんぜん

関係のない外国で撮った男の⼦が⼀⼈きりで写っている写真を組み合わせたりとか。⽪⾁っぽ

く。

ストーリーができますよね。

そうなんです。2枚の写真を対⽐させたり、⾊彩で関連性をもたせたり。今は、フィルムごとに
まとめて、その中から何枚か選んでアルバムに⼊れていますね。

お気に⼊りの写真をピックアップしているのですね。

でも、選ぶのは難しいですね。そのときは何でもなかった写真が、何年後かに⾒ると「いいじゃ

ん！」って思ったりもしますし。好きな写真ってときと共に変わっていくんですよね。だから、

今はピンとこなくてもこれはよくないって⾔いたくないし、あまり写真たちを差別したくないん

です。

Photo's 作品紹介
旅先や⽇常で、⼼動かされた瞬間を切り取った写真たち
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Future これから
思い通りの⾊に焼きたい 考え過ぎずに撮っていく

これからどんなものを撮りたいですか？

あまり何が撮りたい！という気持ちはなくて好きな時に好きなものを撮っていきたいですね。純粋に趣味として楽しんでいければ

いいと思っています。でも、これからは焼き⽅の勉強をしたいですね。⾒たままの、思ったままの⾊に⾃分でプリントできるよう

になりたいんです。

以前、モロッコへ⾏った時の写真を近所のお店のDPEに出したんですね。そのフィルムにはモロッコで撮ったものと、帰ってきて
から新宿で撮ったものが⼊っていたんです。でも出来上がった写真を⾒たら、撮った時の⾊とぜんぜん違っていて。古い⾊あせた

写真みたいになっていたんですよ。モロッコも、新宿も同じ雰囲気になってしまっていて。特に、モロッコはこんな⾵ではないの

に！と思って、すごいショックでしたね。

お店によってプリントの⾊味や雰囲気って違う場合があるかもしれませんね。

そうですね。他のお店でプリントしたモロッコの写真は、乾燥した現地の空気感が伝わるように仕上がっているのに、それだけが

違うのでショックです。あと、私は光沢ではなくてマットな感じが好きなので、いつも絹⽬でプリントしてもらっているんですけ

ど、絹⽬の⾵合いもお店が扱う印画紙によって違ってきてしまうんですよね……。

フィルムが持つ特性や現像液の状態によっても写真の⾊は変わりますし、記憶やイメージ通りの

⾊に近い写真を仕上げることは難しいですよね。

はい。でも、結果にいろいろこだわりだすと撮るときに頭で考え過ぎてしまうから嫌なんです。

なるべく技術的なことは考えたくなくて、感性だけで撮っていたいですね。すごくこだわって、

考えて撮るよりは、考えない程度にこだわるくらいが丁度いい。好きな範囲は越えたくないと⾔

うか、写真に反省したくないんです（笑）。たとえばブレている写真もたくさんあるんですけ

ど、それでも反省はしません。ブレていても気にならないですね。

なるほど。本当に感性のままに写真と関わっていたいという考えなのですね。では、たとえばモ

ロッコへ⾏かれたときはどのくらいのペースで撮られていたのですか？

モロッコへ⾏った時は、10⽇間滞在して…フィルム9本くらい撮りました。⾜りなくなって現地
で買ったりしたのでもう少し多いかもしれないですね。1⽇1本以上は撮っていました。今度お
仕事でチュニジアへ⾏くので、砂漠の写真とかを撮りたいですね。カメラに砂が⼊らないように

気をつけながら撮ってきます。

どこかへ⾏って、写真を撮るというスタイルはずっと変わらないですか？

んー、分からないです（笑）。ずっとそうしていくんだ、ということもあまり考えていないです

ね。嫌になってしまうかもしれないし、撮りたいと思わなければカメラを触らない時期もあるだろうし。本当に、ただ好きな時に

好きなように撮るというだけですね。

なるほど。写真は⾃分に課すものではないですしね。

はい。でも、これからは焼く勉強をしていきたいですね。それえだけは考えているんですが、あとは考えないで撮っていければい

いですね。

  コンテンツトップへ戻る

※掲載している情報は、コンテンツ公開当時のものです。

https://www.nikon-image.com/enjoy/life/talk/

